
来
年
二
月
就
任
予
定
の
バ
イ

デ
ン
米
次
期
大
統
領
は
、
逆
説

的
な
が
ら
、
外
交
安
全
保
障
の

一
部
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

路
線
と
の
差
興
を
こ
と
さ
ら
に

意
識
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

例
え
ば
、
ロ
シ
ア
関
係
な
ら
、

東
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
親
露
国
家
を

認
め
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
の

立
場
を
ト
ラ
ン
プ
氏
同
様
、
支

持
す
れ
ば
よ
い
の
だ
。

し
か
し
、
民
族
・
宗
教
と
ポ

派
が
入
り
組
ん
で
い
る
中
束
の

複
合
危
機
に
際
し
て
は
、
ま
さ

に
ト
ラ
ン
プ
氏
の
せ
い
で
バ
イ

デ
ン
氏
が
新
た
に
決
断
す

べ
き

要
素
が
多
く
、
実
際
、
相
当
な

苦
悩
を
強
い
ら
れ
よ
う
。

ト
ラ
ン
プ
氏
が
１
月
中
旬
ま

で
の
駐
留
米
軍
削
減
を
決
め
た

ア
フ
ガ
エ
ス
タ
ン
で
は
、
旧
支

配
勢
カ
タ
リ
バ
ン
や
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
組
織

「イ
ス
ラ
ム
国
」

が
な
お
活
動
し
、
ア
フ
ガ
ン
安

定
の
み
な
ら
ず
中
央
ア
ジ
ア
諸

国
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。

他
方
、
バ
イ
デ
ン
氏
が
訥
向

き
に
考
え
る
イ
ラ
ン
核
合
意

（２
０
１
５
年
）
へ
の
米
国
の

復
帰
は
、
二
月
末
の
イ
ラ
ン
人

核
科
学
者
殺
害
事
件
の
せ
い
で

す
ぐ
に
進
め
ら
れ
な
く
な
っ

た
。
イ
ラ
ン
側
は
イ
ス
ラ
エ
ル

の
関
与
を
主
張
し
て
お
り
、
米

パイデン氏の試練

軍
に
よ
る
１
月
の
イ
ラ
ン
革
命

れ
な
い
。

防
衛
隊
司
令
宮
贈
殺
事
件
と
同

　

第

一
に
、
中
東
問
題
の
基
軸

様
、

ロ
ハ
エ
大
統
領
が
米
国
と

で
あ

っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
対
ア
ラ

妥
協
を
図
る
環
境
が
損
な
わ
れ

‐
プ
と
い
う
基
本
構
図
は
、
ト
ラ

た
。
バ
イ
デ
ン
氏
の
対
イ
ラ
ン

ン
プ
政
潅
が
腐
心
し
た
イ
ス
ラ

接
近
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
プ
レ

エ
ル

・
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
協
九

―
キ
を
か
け
る
条
件
が
整

っ
た

の
促
進
、
ア
ラ
プ
首
長
国
連
邦
、

か
ら
だ
。　
　
　
　
　
・

バ
イ
デ
ン
氏
が
向
き
合
う
中

東
情
勢
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

４
年
を
経
た
こ
と
で
、
全
体
と

し
て
以
前
の
域
内
政
治
の
構
図

や
力
学
と
変
わ
っ
た
も
の
に
な

る
。
そ
れ
は
も
は
や
、

「新
中

東
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
か
も
し

ス
ー
ダ
ン
な
ど
と
イ
ス
ラ
エ
ル

と
の
関
係
正
常
化
に
よ
っ
て
、

パ
レ
ス
チ
ナ
独
立
国
家
樹
立
や

ユ
ダ
ヤ
人
入
植
地
の
撤
去
と
い

っ
た
中
東
和
平
の
根
幹
を
有
名

無
実
に
し
た
。

第
二
に
、
シ
リ
ア
内
戦
に
象

徴
さ
れ
る
ア
ラ
プ
の
一
体
性
の

消
失
で
あ
る
。
レ
バ
ノ
ン
、
シ

リ
ア
、
イ
ラ
ク
か
ら
イ
ラ
ン
に

至
る
ア
ラ
プ
の
弧
が

「シ
ー
ア

派
の
弧
」
と
化
し
、
オ
バ
マ
・

ト
フ
ン
プ
両
米
政
権
の
不
作
為

に
よ
っ
て
シ
リ
ア
は
ロ
シ
ア
の

権
益
圏
に
入
っ
た
ｏ

第
二
に
、
シ
リ
ア
内
戦
と
ク

ル
ド
問
題
に
介
入
し
た
ト
ル
コ

が
、
紛
争
解
決
の
非
敵
対
的
パ

ー
ト
ナ
ー
た
る
特
別
の
地
位

を
、
ロ
シ
ア
や
イ
ラ
ン
に
認
め

さ
せ
た
。
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領

は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
旧
領
に
一

定
の
発
書
権
が
あ
る
こ
と
を
追

認
さ
せ
た
形
だ
。

バ
イ
デ
ン
氏
の
米
国
を
待
つ

「新
中
東
」
の
手
強
さ
が
そ
こ

に
あ
る
。
　
∧
２
面
に
続
く
Ｖ

「新
中
東
」
米
の
存
在
感
薄
れ

武蔵野大学籍任教授

山内 昌之



「新
中
東
」
の
出
現
を
示
す

も
う
一
つ
の
事
象
が
、
９
月
下

旬
か
ら
１１
月
上
旬
ま
で
続
い
た

南
カ
フ
カ
ス
の
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ

ラ
バ
フ
自
治
州
を
め
ぐ
る
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
ア
ル
メ
ェ
ア

の
「６
週
間
戦
争
」
だ
。

両
国
の
休
戦
合
意
を
ま
と
め

た
の
が
ロ
シ
ア
で
あ
り
、
今
回

の
紛
争
で
失
地
を
大
幅
回
復
し

た
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を
強
力

に
軍
事
支
援
し
た
の
が
ト
ル
コ

で
あ
っ
た
意
味
は
大
き
い
。

一
連
の
経
繹
が
物
語
る
の

は
ヽ
・９
世
紀
以
来
の
英
仏
露
が

主
役
を
占
め
た
、
オ
ス
マ
ン
常

国
の
処
理
を
軸
と
す
る
古
典
的

な
東
方
問
題
か
ら
発
展
し
た
現

代
の
中
束
問
題

（パ
ン
ス
テ
ナ

分
割
や
湾
岸
戦
争
な
ど
）
が
質

山
内
昌
之
氏
　
１
９
４
７
無

札
幌
生
ま
れ
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
害

員
研
究
員
、
東
大
中
東
地
域
桝
究

セ
ン
タ
ー
長
を
歴
任
。
東
大
名
誉

教
授
。
中
東
調
査
会
常
任
理
事
。

的
に
変
容
し
た
こ
と
で
あ
る
。

同
時
に
、
英
露
の
対
決
を
軸

に
し
た
１９
世
紀
の
グ
レ
ー
ト
ダ

ー
ム
は
変
質
し
、英
国
が
去
り
、

米
国
も
不
在
の
中
で
、
ロ
シ
ア
、

そ
し
て
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ン
の
非

ア
ラ
ブ
地
域
大
国
ヽ
さ
ら
に
は

イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
目
下
の
新
グ

レ
ー
ト
ヴ
ー
ム
を
演
じ
る
役
者

と
な
っ
た
こ
と
も
示
す
。
つ
ま

り
、
こ
れ
ま
で
の
「中
東
問
題
」

が
変
容
し
、
新
グ
レ
ー
ト
ゲ
ー

ム
の
主
役
が
こ
れ
に
関
わ
る
こ

と
で
、

「新
中
東
問
題
」
と
も

言
え
る
様
相
を
塁
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
の

「新
中
東
」
の
パ
ワ
ー

ゲ
ー
ム
に
、
バ
イ
デ
ン
氏
は
改

ラ
エ
ル
が
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

首
都
バ
ク
ー
に
謡
一鞘
樹
関
分

局
を
設
け
、
同
国
に
際
方
し
た

こ
と
で
あ
る
。
情
報
収
集
捌
点

と
し
て
の
魅
力
に
加
え
、
カ
ス

ピ
海
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
念

頭
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

バ
イ
デ
ン
氏
に
と
っ
て
、
民

主
党
の
大
票
田
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
、
特
に
大
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

の
ア
ル
メ
エ
ア
系
米
国
人
の
存

在
は
無
視
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
金
米
１
５
０
万
人
の
ア
ル

メ
エ
ア
系
の
４
割
が
住
む
と
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
州
知
事
や
連
邦

議
員
も
生
ん
で
い
る
。

バ
イ
デ
ン
氏
が
ア
ル
メ
ェ
ア

を
ロ
シ
ア
か
ら
決
別
さ
せ
る
に

は
チ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
の
ア

ル
メ
ェ
ア
帰
属
の
実
現
が
絶
対

条
件
と
な
る
が
、
６
週
間
戦
争

デ
ン
氏
は
歴
代
政
権
が
無
視
で

き
な
か
っ
た
資
源
国
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
の
存
在
感
を
直
視
せ

ぎ
る
を
え
な
い
。

カ
ス
ピ
海
地
域
の
原
油
埋
蔵

量
４
８
０
億
岬
は
、
日
本
の
年

間
石
油
輸
入
量
の
４０
年
分
以
上

に
あ
た
り
、
同
地
域
の
天
然
ガ

ス
製
蔵
量
２
９
２
兆
立
法
浮

は
、
日
本
の
年
間
液
化
天
然
ガ

ス

（Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
輸
入
量
の
７０
年

分
以
上
に
も
相
当
す
る
。
し
か

も
、
原
油
の
７５
％
ヽ
天
然
ガ
ス

の
留
％
が
沿
岸
か
ら
１
６
０
詳

・
研
以
内
に
埋
ま
っ
て
い
る
の

だ
。
バ
イ
デ
ン
氏
な
ら
ず
と
も

資
源
の
誘
惑
を
し
り
ぞ
け
る
の

は
困
難
だ
ろ
う
。
も
し
米
国
が

誘
い
を
拒
否
す
る
な
ら
、
ユ
ー

ラ
シ
ア
経
済
連
合

（Ｅ
Ｅ
Ｕ
）

を
担
う
ロ
シ
ア
は
無
論
、
巨
大

新
グ
レ
ー
ト
ゲ
ー
ム
ひ
い
て
は

「新
中
東
問
題
」
に
本
格
参
入

す
る
だ
け
の
こ
と
だ
。

し
か
し
、
６
週
間
戦
争
を
終

わ
ら
せ
た
ロ
シ
ア
と
ト
ル
コ
の

共
通
利
益
は
、
シ
Ｊ
ア
情
勢
と

同
じ
く
南
カ
フ
カ
ス
情
勢
で
も

米
国
の
出
番
を
封
じ
る
点
に
あ

る
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
最

近
欧
米
に
接
近
し
て
ロ
シ
ア
と

距
離
を
置
い
た
ア
ル
メ
ェ
ア
の

パ
シ
エ
ャ
ン
首
相
を
見
限
り
、

平
和
維
持
部
隊
の
名
目
で
新
た

に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
軍
を

駐
屯
さ
せ
、
ソ
連
解
体
以
来
久

方
ぶ
り
に
イ
ラ
ン
と
じ
か
に
国

境
を
接
す
る
利
益
を
選
ん
だ
。

ト
ル
コ
は
、
国
産
ド
ロ
ー
ン

兵
器
を
見
弟
国
家
ア
だ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
に
提
供
し
て
紛
争
を
有

利
に
決
着
さ
せ
、
ロ
シ
ア
に
ト

ル
コ
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を

つ
な
ぐ
陸
上
回
廊
の
設
置
を
認

め
さ
せ
る
成
果
を
得
た
。

ロ
シ
ア
の
い
う
「近
い
外
国
」

民
族
圏
、
イ
ラ
ン
の
強
調
す
る

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を
含
め
た

湾
岸
・
カ
ス
ピ
海
か
ら
地
中
海

に
至
る
シ
ー
ア
派
ベ
ル
ト
地
帯

は
、
い
ず
れ
も
米
国
の
遅
す
ぎ

た
介
入
を
排
除
す
る
点
で
共
通

の
利
益
を
持
つ
。

こ
れ
ま
で
陣
静
し
て
き
た
ア

ル
メ
エ
ア
を
無
情
に
切
り
捨
て

た
ロ
シ
ア
の
ラ
プ
ロ
フ
外
相
は

本
名
セ
ル
ダ
イ
・
カ
ラ
ン
タ
リ

ア
ン
な
る
ア
ル
メ
エ
ア
人
で
あ

り
、
歴
史
的
に
ト
ル
ヨ
に
対
抗

し
て
ア
ル
メ
エ
ア
人
を
庇
護
し

て
き
た
イ
ラ
ン
の
最
高
指
導
者

ハ
メ
ネ
イ
師
は
ア
ゼ
Ｊ
ｌ
人

（ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
）
で

あ
る
。
こ
う
し
た
断
面
は
、
人

権
や
民
主
化
と
い
っ
た
米
国
・

民
主
党
好
み
の
命
題
だ
け
で
は

到
底
太
刀
打
ち
で
き
な
い
、
新

中
東
複
合
危
機
の
複
雑
性
を
示

唆
し
て
い
る
。

を
1面の続き

め
て
米
国
を
参
入
さ
せ
る
の
だ

の
果
実
を
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン

経
済
圏
構
想

「
一
帯

一
路
」
を

　

（
旧
ソ
連
構
成
国
）
、
ト
ル
コ

ろ
う
か
。
厄
介
な
の
は
、
イ
ス

が
手
放
す
の
は
難
し
い
。
バ
イ

主
導
す
る
中
国
が
、
い
よ
い
よ

の
語
る
ト
ル
コ
系
（テ

ュ
ル
ク
）

露
・ト
ル
コ
影
響
力
強
め
る

美
文
は
金
曜
日
の
ジ
ャ
パ
ン

・

ニ
ュ
ー
ズ
に
掲
載
ラ
定
で
す


